
仙崎湾周辺での藻場の減少状況
【参考資料】

調査報告書・文献等による整理



１ 概要

①仙崎湾での最初の藻場調査（２００６年）

【第７回自然環境保全基礎調査 浅海海域生態系調査報告書】

（平成２０年９月 環境省自然環境局 生物多様性センター）

〇２００８年の調査報告書により、仙崎湾に位置する青海島南岸において、

水深１～４ｍの礫帯にウニ類が多く、大型海藻がほとんど認められない

〇小規模ながら、ムラサキウニやガンガゼが優占するパッチ状の

ウニ磯焼けが認められた

・調査日：２００６年５月２３日

②日本海側の藻場消滅（２０１３年）

【２０１５ 山口県の藻場の現状と対策について】

（山口県水産研究センター）

〇２０１３年、アラメの葉状部の脱落や付着器だけを残して消滅

〇２０１３年に残存が確認された藻場で、ウニ類の食害によるアラメ消滅

・調査日：２０１４年

２００６年ごろからウニの食害等藻場の減少を確認
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